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小学部では、麻機地区の自然との触れ合いや、地域の施設や商店の利用をとおし

て地域の人々との触れ合い活動に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部では、どの活動も年間を通して繰り返し行われるもので、地域での活動が学校生活の一部

になっています。きっと地域の方々にとっても同じで、麻機地区に本校の子どもたちがいることが

当たり前になっていくことを願っています。 

☆小学部ダイジェスト☆ Ｈ27 年４～７月の取組 

“人との触れ合い～麻機小学校との交流～” 

小学部では、年間３～５回、麻機小学校との交流会を行っています。 

同じ学年同士、１年生、２年生、…と、６年間の積み上げをとおして、 

互いの存在や良さを認め合えるようにと願って取り組んでいます。１学期 

の交流会では、新しいペアと小グループ 

を作り、自己紹介をしたりゲームをしたりしました。ペアの友達と 

もすぐに仲良くなり、おしゃべりをしたり一緒に遊んだりする姿や 

笑顔がたくさん見られました。帰り際には、「またね」「今度は私の 

学校に来て」など、次の交流会を楽しみにする様子も見られました。 

“自然との触れ合い” 

4 月は学級作りの時期。学校周辺の散策をとおし、 

クラスの友達や先生と仲良くなったり、集団行動を 

学んだりしました。遊水地では季節の草花や生き物 

を見つけたり、広場でゴロ～ンと寝転んでみたりと、 

身体いっぱいに自然を感じました。高学年は、指示 

書や地図を頼りにウォークラリーにも挑戦しました。 

“施設の利用と地域の人との触れ合い” 

４年生以上の学年では、中央図書館麻機分館に出かけて行きました。分館の方に絵本を読んでいた

だいたり、学校の図書室よりもたくさんの中から好きな本を見つけたりしました。また、５,６年生は、

栽培活動に必要な野菜の苗を買いに行きました。どちらの活動も、「お願いします」「ありがとう」と

やり取りしたり、マナーを守って行動したりと、校外ならではの貴重な学習ができました。「また来

てください」と声を掛けられ、うれしい気持ちになりました。 

きもちが

いいね～ 

麻機分館で本の読み聞かせ 野菜の苗を買いに行ったよ！



 

中学部では、季節を感じるために

また、『美術の題材素材の場』と

かかわりを持っています。その

草木染でランチョ

縫製班では、入手しやすい材料で

は古シーツ、染料の材料は遊水地

た。 

 

 

① 遊水地まで、染色担当の生徒

ビニール袋を持って採取に行

バケツいっぱいのヨモギを採

の原料にしました。採取して

は、煮出して染料にしました。

 

② 染めの模様をつけるために、

ッシャーを使ったり、ビー玉

ドを使ったりして、白い布に

るようにしました。それらを付

ヨモギを煮出した染料につけ

ときれいな絞りの模様ができま

 

③ しつけ縫いでは、染められた布

るように３つ折りした４辺を

 

④ しつけ縫いで仮縫いされた状態

 

ヨモギの量や使った道具によ

ヨモギの香りのするランチョ

麻機遊水地はまだまだ素材の

ます。 

☆中学部ダイジェ

に『麻機を歩こう』を春、秋、冬に実

として、『作業の材料収集の場』として

中で今回は中学部３年生の作業学習を

ンマットを作ろう！！～中３縫製班～

ランチョンマットを作ろう！と布

に生えているヨモギを活用しまし

徒がバケツや

行きました。

採取し、染め

てきたヨモギ

。 

割り箸やワ

玉と結束バン

に絞りができ

付けたまま、

け外して干す

ました。 

布を、ランチョンマットの形にな

しつけ縫いしました。 

態の布をミシンで縫って完成です。 

よって、完成した布の色合いは少し違いまし

ンマットが完成しました。 

宝庫、今後もどのようにかかわれるか

ェスト☆ Ｈ27 年４～７月
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施しています。

て麻機遊水地と

を紹介します。 

～ 

したがほんのり

か考えていき

月の取組 


